
令和５年度「小・中学校ジョイントスク－ル推進事業」第二中学校区実践計画書

事務局 八戸市立第二中学校（担当：教頭 元澤朋子）
１ 主題（３年計画の２年次）

「発達の段階に応じた、基本的な生活習慣及び望ましい学習態度の育成を図る小中連携の在り方」

２ 主題設定の理由
本中学校区では、「発達の段階に応じた、基本的な生活習慣及び望ましい学習態度の育成を図る小中連携の在

り方」を研究主題として、児童生徒のよりよい変容に向けて、四つの部会（生徒指導部、学習指導部、家庭・
地域連携部、特別支援教育部）を設け、３年計画で研究を進めている。
コロナ禍のため、令和元年度以降３校の教職員がそろって研修することはできなかったが、各校において、
部会ごとの共通実践に取り組むことを通して、基本的な生活習慣や望ましい学習態度について向上が見られた。
また、これまでの本中学校区の課題であった、児童生徒の学びと成長の連続性を図っていくための小・中学校
教員の一貫した指導や、多様な背景・困り感を抱えた児童生徒に対する理解を深めるための研修会を、各校を
会場に行った。八戸学院大学短期大学部教授の野口和也氏を講師に招き、スクリーニングの結果をもとにした
ご助言や講演会を通して、児童・生徒の特性に応じた指導・支援の在り方について学ぶことができた。一方で、
「中１ギャップ」解消に向けた小・中学校の連携を強く意識して取り組んでいくことを継続していく必要性が
挙げられた。
そこで、授業においてユニバーサルデザインの視点を取り入れた指導を行っていくこと、３校の児童生徒の

共通課題である「自分の意思をはっきりと伝えられること」「話をしっかりと聴けること」について、共通理解
を図りながら継続して指導していくことに取り組むこととした。
これらの課題解決に向け、今年度は上記主題を設定して研究を進める。

３ 小・中学校ジョイントスクール推進事業を推進するための組織

会 長 （第二中学校長）

副会長 （八戸小学校長・城下小学校長）

事務局長 第二中校教頭（次年度は八戸小教頭）
事務局員 八戸小教頭・城下小教頭

拡大代表者会議 (教務主任、研修主任、生徒指導主事・主任、特別支援教育コーディネー
ター）

全 体 会

生徒指導部 学習指導部 家庭・地域連携部
（生徒指導主事・主任、特活主任） （研修主任） （教務主任）

・第二中学校区の生活の約束の指導の ・第二中学校区の学習の約束の徹底を ・目指す児童生徒像を教室や校内に掲
充実を図る。 図る。 示する。

１．授業の前に着席して学習の準備をしよう。

・あいさつ運動を実施する。 ２．正しい姿勢で学習しよう。 ・「家庭啓発プリント」の内容について
・生徒指導問題について情報交換し ３．はっきりと返事や発表をしよう。 検討を進める。
ながら対応を協議し、できることをすぐ ・課題を明確にした授業について、各校での ・「家庭啓発プリント」を作成し、三校の
に実施する。 研究授業・ＪＳにおける特別支援研修会・ 各家庭に配付する。
・児童会・生徒会の交流活動をする。 授業参観等を通して学び、実践する。

特別支援教育部（特別支援教育コーディネーター）
・小学校～中学校まで連続した指導・支援ができるように共通理解を図る。
・スクリーニングを基に適切な指導・支援の在り方を学ぶ機会を設ける。（通常学級・特別支援学級ともに）
・配慮が必要な子どもについて情報を共有する。
・個別の指導計画、教育支援計画の共通した観点を設ける。

４ 第二中学校区の重点指導項目

（児童生徒) ■教師や友達に、自分の意思をはっきりと伝えることができる。
■教師や友達の話をしっかりと聴くことができる。

（教 職 員) ■授業や様々な場面で、自分の意見をもたせ発表する場面を保障する。
■児童生徒の発達の段階に応じた伝え方・内容を工夫する。

第二中学校区一貫指導の重点指導事項
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